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プロキュアメントターゲットオペレーティ
ングモデルによる調達・購買改革
デジタル時代の調達・購買改革をリードするKPMG Powered Procurement

企業の経営環境は常に変化し、抱える課題も多様化・複雑化しており、CPO（Chief 
Product Officer）と調達・購買部門は、これらの変化への対応をビジネス部門とともに推
進していくことが求められています。KPMGは、調達・購買領域の変革フレームワークで
あるプロキュアメントターゲットオペレーティングモデル（Procurement TOM）と、
そのモデルを具現化するテクノロジーソリューションの知見を集約したPowered 
Procurementにより、企業の変革とデジタル時代の調達・購買改革を支援します。

昨今の調達・購買改革では、単なる業務の見直しにとど
まらず、グループ化・グローバル化を見据えた組織改革
やガバナンス強化、さらに最新IT技術の積極活用も含め
たシステム再構築等の新たな改革推進が求められていま
す。また、多くの経営者は｢成功するためには、変化、
適応、革新を常に求めなければならないが、変革実現に
はスピーディな対応が重要*｣と考えています。

これらを前提に、KPMGはグローバルの先進事例や最新
のIT技術を集約し、調達・購買変革の模範解答としての
アセットをProcurement TOMとしてまとめました。
Procurement TOMは6つの変革テーマで構成され、調達・
購買領域のあるべき姿を描き、その実現に向けたデジタ
ル変革・ビジネス変革のロードマップを示しています。

Procurement TOMの6の変革テーマ

Target
Operating

Model

KPMG Powered 
Enterprise

業務プロセス
• 調達・購買領域の対象業務を標準プロセス
フローとして網羅的に定義

人材
• 誰が何をするか、指揮命令系統、スキル
セット、調達・購買部門の役割を定義

サービス提供モデル
• 調達・購買業務のサービスをどこで提供す
るか、その方法を定義

テクノロジー
• システム化・自動化するうえで必要な環境、
アプリケーションに関連する定義

パフォーマンス・インサイト&データ
• 調達・購買業務実行上のKPI、レポートやマ
スターデータの構造、データガバナンスを
定義

ガバナンス
• プロセスリスクコントロールの要点・統制
管理の方法、職務分離、内部統制、ポリ
シーを定義

調達・購買改革におけるProcurement TOMの必要性

*KPMGグローバルCEO調査2020：https://home.kpmg/jp/ja/home/campaigns/2020/11/ceo-outlook
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｢主要業務プロセス別｣×｢変革テーマ別｣アセット構成

調達戦略策定からレポート・分析までの主要業務プロセ
ス別にアセットが構成され、6つの変革テーマごとに合
計15のアセットが提供されています。アセットにはエン
ドツーエンドで網羅的に業務を定義した｢プロセス分類｣
から始まり、作業内容に基づき拠点や部門で実行すべき

業務を定義した｢サービス提供デリバリーモデル｣、業務
リスクポイントやポリシー、関連する規定をリストアッ
プした｢セキュリティ＆統制｣、｢ポリシー｣まで、多岐に
わたります。これらを活用することで調達・購買改革を
総合的・多面的にサポートします。

Procurement TOMとは

①業務プロセス ②人材 ④テクノロジー ⑤パフォーマンス・
インサイト＆データ ⑥ガバナンス

6つの変革テーマと15のアセット

10の主要業務プロセス

③サービス
提供モデル

プロセス分類

成熟度モデル

ジョブの
プロファイル

プロセスオーナー サービス提供
デリバリーモデル

プロセス分類別
支援ツール

アプリケーション
アーキテクチャ
データフロー図＆
インターフェース

システム環境
要件

KPIおよび関連
ベンチマーク

ポリシー

先進事例

組織と役割
のマトリクス

レポート＆
ダッシュボード

MDMデザイン
＆ガバナンス

セキュリティ＆
統制

調達戦略
策定

カテゴリ
マネジメント

サプライヤー
マネジメント 見積り 契約管理 購買依頼 発注 受入・検収 請求書照合 レポート

分析

Procurement TOMのアセットは、それぞれ独立して存
在しているわけではなく、プロセスを中心にアセット間
にて相互連携しています。これによりプロセスごとに参
照できる先進事例、セキュリティ＆統制、KPIおよび関

連ベンチマーク等の各アセットを包括的に捉えることが
でき、調達・購買業務を総合的かつ迅速に変革すること
が可能となります。

包括利用を可能とするアセット間連携

申
請
部
門

経
理
部
門

5.2

A
5.1

BA AI

Level プラクティス 先進事例

5.1 承認フロー ポリシー基準を満たす
申請は自動承認

5.2

先進事例
Level KPI指標 分析抽出方法

5.1

5.2
請求書と発注書
が一致する割合

発注書と一致した請求書
数を総請求書数で割った
数値

担当者別プロセスフロー

KPIおよび関連ベンチマーク

Level ポリシー 目的

5.1

5.2
3wayマッチング
ポリシー

請求書登録、支払前に発注書、受入・
検収済みの確認

セキュリティ＆統制

 Procurement TOMに含まれるアセットについて

 Procurement TOMの特徴
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本文2（1段組み）

構想策定段階において、TOMアセットである｢成熟度モデル｣を用いて、ある
べき姿と現状とのギャップを把握し、ギャップが大きい項目を優先課題と定
義し、実行施策の策定に活用します。

本文2（1段組み）

1段組みの場合、文字の
配置はこのラインまで

｢成熟度モデル｣を利用した変革ポイントの抽出

レベル1 レベル2 レベル3成熟度

現状と目指す姿を比較し、
そのギャップと課題を明
確にすることでプロジェ
クト方針や計画を策定

ステップⅠと同様に、クラ
イアントが目指すべきレ
ベルをテーマごとに決定

TOMの成熟度モデルを用
い、TOMの変革テーマご
とに現状分析を実施

ステップ I

ステップ II

ステップ III

サービス提供モデル

人材

業務プロセス

テクノロジー

パフォーマンス・インサイト＆データ

ガバナンス

• 部門間の壁が高く標準
化・自動化ができてお
らず、ポリシーが…

• 組織と機能責任が不整
合。曖昧な管理範囲、
限定的な人材育成や…

• ルーティン業務は標準
化しているが、承認フ
ローのデジタル化は…

• 全体的な会計財務プロ
セスの知識習得、一貫
性のある指標を具備…

• 包括的な視点でプロセ
ス管理し、グローバル
レベルで標準化…

• 組織との整合性、業務
プロセスのオーナーが
明確化…

調達・購買の業務内容を定義した｢プロセス分類｣とデリバリー体制を定義し
た｢サービス提供モデル｣の標準アセットを活かし、マルチプレイヤー／ロ
ケーションでグローバル運用するための現状調査を効率的に実施します。

｢プロセス分類｣と｢サービス提供モデル｣を活用した業務調査

• 本社、事業所の調達・購買部門から、業務全般をヒアリング
• 業務内容に加えて、プロセスや役割見直し等の改善施策に関するインタビューも併せて実施
• 下請法、建設業法等、TOMアセットにない日本固有の法要件の対応も確認

レベル 1 レベル 2 レベル3 レベル3定義
担当部署

システム 自動化 頻度本社 事業所 BPO

調達購買 調達戦略 01.01ミッション・
スコープ定義

調達・購買組織としてのビジョ
ン、ミッション、スコープを定
義するプロセス。

X X N/A 年次

調達購買 調達戦略 01.02オペレーティ
ングモデル定義

目指すオペレーティングモデル
を定義し、現行モデルとの潜在
的なギャップや機会を認識する
プロセス。

X X N/A 年次

調達購買 調達戦略
01.03 ガバナンス＆
ステークホルダーマ
ネジメント戦略定義

ガバナンスの効いた強い組織と
するためにステークホルダー、
会議体、レポートラインなどコ
ミュニケーションおよび責任を
定義するプロセス。

X X X N/A 年次

調達購買 調達戦略 01.04 リソース定義
役職ごとに求める調達・購買部
員の責任、能力、スキルセット、
パフォーマンス目標を定義する
プロセス。

X X X N/A 年次

・・・

Procurement TOMの活用例

 構想策定段階における成熟度モデルによる診断

 TOMアセットを活用した現状業務調査

現状 あるべき姿



ここに記載されている情報はあくまで一般的なものであり、特定の個人や組織が置かれている状況に対応するもの
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Powered Methodは以下の5つのフェーズから構成され、それぞれのフェーズ
はProcurement TOMをベースに組み立てられています。構想策定（Vision）
から継続的な変革（Evolve）までをカバーし、企業変革をワンストップで
サポートします。

Powered Procurementは、調達・購買領域におけるKPMGの業界・業務の知
見、グローバル対応能力、およびクラウドソリューションを一体化した、ビ
ジネス変革を推進するためのソリューションです。KPMG Powered 

Enterprise Procurementは、Coupa、Oracle、Ivaluaなどの市場をリードす
るプラットフォームによって実現されています。

Procurement Target 
Operating Model
最も優れたオペレーティング
モデルのあるべき姿（模範解答）
を提供

Prebuilt Cloud
Solution
Procurement TOMの内容
を反映した、即座に利用可
能なクラウドソリューション
を提供

Powered Execution Suite
/Method
大規模変革プログラムの経験をもとにあ
るべき姿に適合させる方法論や、最新の
プロジェクト管理ツールを提供し、短期
導入を実現

サービス
提供モデル

人材業務プロセス

パフォーマンス・
インサイト＆
データ

ガバナンス

テクノロジー

従来の導入方法

企画 設計 構築 テスト 移行

構想 検証 構築 展開

定義済アセット
および管理ツー
ル群の効果的な
活用による工数
削減

Powered
Procurement

For  Coupa, Oracle
and Ivalua

KPMG Global Delivery Network (GDN)
KPMGのメンバーファームにおける業務・システムの専門家から構成

KPMG Powered Procurement 

 Powered Procurementとは

KPMG Powered の導入方法

 Powered Methodとは

企業のビジョン
および戦略と
KPMGが示す
Finance TOMとの
整合性の確認

企業が考える
｢あるべき姿｣の
Finance TOMを
定義し、検証

テクノロジープ
ラットフォーム上
にPowered 
Financeを構築し、
テスト

ユーザーテスト、
リハーサル等の実
施、および
ソリューションの
展開

継続的な業務改善
および機能強化の
実施

VISION
（構想策定）

VALIDATE
（検証）

CONSTRUCT
（構築）

DEPLOY
（展開）

EVOLVE
（継続的な変革）

目的




